
　　①　鉄道駅を公共交通移動等円滑化基準に適合させるために必要な措置

第２号様式（日本産業規格Ａ列４番）

移動等円滑化取組報告書（鉄道駅）

（令和4年度）

　　　　　　　 
　 　事業者名　南海電気鉄道株式会社　
　　 代表者名　代表取締役　遠北　光彦

高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律第９条の５の規定に基づき、次のとおり報告します。

Ⅰ　前年度の移動等円滑化取組計画書の内容の実施状況

　（１）移動等円滑化に関する措置の実施状況

　　 住　　所　大阪府大阪市中央区難波五丁目１番60号

対象となる鉄道
駅

現行計画の内容
（計画対象期間及び事業の主な内容）

前年度の実施状況

尾崎駅

中百舌鳥駅

今宮戎駅

伽羅橋駅

高師浜駅

東側へエレベーターを整備、東西共に移動円滑化経路を確
保する。

4番線にホームドアの整備及びホームと車両の段差隙間解
消を実施（2023年度）※2022年度はホーム補強工事を実施

エレベーター1基及び多機能トイレ１箇所を整備（2023年
度）※2022年度は支障移転工事を実施。

エレベーター1基及び多機能トイレ1箇所を整備（2023年
度）※2022年度は詳細設計を実施。

エレベーター1基及び多機能トイレ1箇所を整備（2023年
度）※2022年度は詳細設計を実施。

計画通り実施済み

計画通りホーム補強
工事を実施

計画通り支障移転工
事を実施

計画通り詳細設計を
実施

計画通り詳細設計を
実施

　　②　鉄道駅を使用した役務の提供の方法に関し法第八条第二項及び第三項の主務省令で定める基準
　　　を遵守するために必要な措置

対　策
現行計画の内容

（計画対象期間及び事業の主な内容）
前年度の実施状況

駅係員へ移動円
滑化に関する各
種教育の実施

車いす利用者や視覚障がいを有するお客さまの利用に対す
る各種教育を実施。（⑤に記載）

計画通り実施済み

　　③　高齢者、障害者等が公共交通機関を利用して移動するために必要となる乗降についての介助、
　　　旅客施設における誘導その他の支援

対　策
現行計画の内容

（計画対象期間及び事業の主な内容）
前年度の実施状況

- - -

　　④　高齢者、障害者等が公共交通機関を利用して移動するために必要となる情報の提供

対　策
現行計画の内容

（計画対象期間及び事業の主な内容）
前年度の実施状況

異常時の情報提
供を行う改札口
案内表示装置の

整備

異常時の情報提供を行う改札口案内表示装置の整備を行
う。
中百舌鳥駅1箇所増設（2022年度）

計画通り実施済み



　（３）報告書の公表方法

　　⑤　移動等円滑化を図るために必要な教育訓練

対　策
現行計画の内容

（計画対象期間及び事業の主な内容）
前年度の実施状況

駅対応力向上研
修の実施

接遇ロールプレ
イ発表会の実施

サービス介助士
の取得

駅係員に対して、視覚障がいを有するお客さまや車いすを
ご利用のお客さまへの対応方法をロールプレイング形式で
研修を実施。（2022年度（以降も同様に実施予定））

上記研修「駅対応力向上研修」の受講者を対象に、視覚障
がいを有するお客さまが、乗車券の購入から電車への乗車
に至るまでの誘導や補助対応についてロールプレイング形
式で発表し、望ましい対応方法等についての浸透度や理解
度などの研修効果を確認するための発表会を実施。（2022
年度（以降も同様に実施予定））

サービス介助士技能講座を当社負担での受講体制を構築し
ており、サービス介助士の取得を義務化している。（2022
年度（以降も同様に実施予定））

計画通り実施済み

計画通り実施済み

計画通り実施し9名取
得

　　⑥　高齢者、障害者等が高齢者障害者等用施設等を円滑に利用するために必要となる適正な配慮に
　　　ついての鉄道駅の利用者に対する広報活動及び啓発活動

対　策
現行計画の内容

（計画対象期間及び事業の主な内容）
前年度の実施状況

駅及び車内放送
による啓発活動

高齢者、障害者への思いやりに対する放送や点字タイル上
へ物を置かないように放送を実施（2022年度（以降も同様
に実施予定））

計画通り実施

　（２）移動等円滑化の促進を達成するために（１）と併せて講ずべき措置の実施状況

各部バリアフリー担当者での会議を定期的に開催し、バリアフリーに関する方針や課題等につい
て広く意見を集約し推進した。

当社ホームページで公表

　（４）その他



第2号様式（日本工業規格A列4番）

（令和4年度）

大阪府大阪市中央区難波五丁目１番60
南海電気鉄道株式会社
代表取締役社長  遠北　光彦

Ⅱ　鉄道駅の移動等円滑化の達成状況（鉄道駅ごとに記入）

（令和5年3月31日現在）

鉄道事業
者名

共

用

駅

プ ラ ッ ト
ホー ムの

数

段差が解
消 さ れ て
い る プ
ラ ッ ト
ホームの

数

都 道 府
県

23区・郡
・市

町・村
・区

南海電気
鉄道

難波 駅 南海本、高野 線 大阪府 大阪市 中央区 197,258 人 ○ 9 9 2 (1) 基 37 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ 9 ○

南海電気
鉄道

今宮戎 駅 高野 線 大阪府 大阪市 浪速区 1,211 人 ○ 1 基 基 基 箇所 × ○ ○ 1 ○

南海電気
鉄道

新今宮 駅 南海本、高野 線 大阪府 大阪市 西成区 85,999 人 ○ 3 3 3 (3) 基 1 基 基 2 (1) 箇所 ○ ○ ○ ○ 3

南海電気
鉄道

萩ノ茶屋 駅 高野 線 大阪府 大阪市 西成区 1,198 人 ○ 1 1 1 (1) 基 基 基 1 (1) 箇所 × ○ × 1

南海電気
鉄道

天下茶屋 駅 南海本、高野 線 大阪府 大阪市 西成区 67,025 人 ○ 3 3 4 (4) 基 7 基 基 1 (1) 箇所 ○ ○ ○ ○ 3

南海電気
鉄道

岸里玉出 駅 南海本、高野 線 大阪府 大阪市 西成区 6,352 人 ○ 4 4 7 (7) 基 4 (2) 基 基 2 (2) 箇所 ○ ○ ○ ○ 4

南海電気
鉄道

粉浜 駅 南海本 線 大阪府 大阪市 住吉区 3,932 人 ○ ○ ○ 2 2 3 (3) 基 2 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○

南海電気
鉄道

住吉大社 駅 南海本 線 大阪府 大阪市 住吉区 7,630 人 ○ 2 2 3 (3) 基 2 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ 2

南海電気
鉄道

住ノ江 駅 南海本 線 大阪府 大阪市
住之江
区

10,879 人 ○ 2 2 3 (3) 基 2 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ 2

南海電気
鉄道

七道 駅 南海本 線 大阪府 堺市 堺区 10,638 人 ○
－

○ 1 1 1 (1) 基 1 基 基 1 (1) 箇所 ○ ○ ○ ○ 1 ○

南海電気
鉄道

堺 駅 南海本 線 大阪府 堺市 堺区 33,348 人 ○ 2 2 3 (3) 基 5 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ 2

南海電気
鉄道

湊 駅 南海本 線 大阪府 堺市 堺区 6,008 人 ○ ○ 1 1 1 (1) 基 1 基 基 3 (2) 箇所 ○ ○ ○ ○ 1 ○

南海電気
鉄道

石津川 駅 南海本 線 大阪府 堺市 西区 12,444 人 ○
－

○ ○ 2 2 3 (3) 基 2 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○

南海電気
鉄道

諏訪ノ森 駅 南海本 線 大阪府 堺市 西区 6,493 人 ○
－

○ 2 2 基 基 基 3 (3) 箇所 ○ ○ ○ × 2

南海電気
鉄道

浜寺公園 駅 南海本 線 大阪府 堺市 西区 3,405 人 2 1 1 (1) 基 基 基 2 (1) 箇所 ○ ○ ○ ○ 2

南海電気
鉄道

羽衣 駅 南海本、高師浜 線 大阪府 高石市 22,037 人 ○ ○ 2 2 3 (3) 基 6 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○

南海電気
鉄道

高石 駅 南海本 線 大阪府 高石市 9,340 人 ○ ○ 2 2 2 (2) 基 4 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○

南海電気
鉄道

北助松 駅 南海本 線 大阪府 泉大津市 10,964 人 ○
－

○ 2 2 基 基 基 2 (2) 箇所 ○ ○ ○ × 2 ○

南海電気
鉄道

松ノ浜 駅 南海本 線 大阪府 泉大津市 3,599 人 ○ ○ ○ 2 2 2 (2) 基 2 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○

南海電気
鉄道

泉大津 駅 南海本 線 大阪府 泉大津市 24,739 人 ○ ○ 2 2 3 (3) 基 6 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○

南海電気
鉄道

忠岡 駅 南海本 線 大阪府 泉北郡 忠岡町 8,260 人 ○
－

○ 2 2 基 基 基 3 (3) 箇所 ○ ○ ○ ○ 2 ○

南海電気
鉄道

春木 駅 南海本 線 大阪府 岸和田市 12,767 人 ○ 2 2 基 基 基 3 (3) 箇所 ○ ○ ○ ○ 2

南海電気
鉄道

和泉大宮 駅 南海本 線 大阪府 岸和田市 4,332 人 ○
－

○ 2 2 基 基 基 2 (2) 箇所 ○ ○ ○ ○ 2 ○

南海電気
鉄道

岸和田 駅 南海本 線 大阪府 岸和田市 21,257 人 ○ 2 2 2 (2) 基 6 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ 2

南海電気
鉄道

蛸地蔵 駅 南海本 線 大阪府 岸和田市 4,109 人 ○
－

○ 2 2 基 基 基 2 (2) 箇所 × ○ ○ 2 ○

南海電気
鉄道

貝塚 駅 南海本 線 大阪府 貝塚市 17,400 人 ○ 2 2 4 (4) 基 4 (4) 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ 2 ○

南海電気
鉄道

二色浜 駅 南海本 線 大阪府 貝塚市 3,980 人 ○ ○ 2 2 基 基 基 2 (2) 箇所 ○ ○ ○ ○ 2

南海電気
鉄道

鶴原 駅 南海本 線 大阪府 泉佐野市 2,966 人 ○
－

○ 2 2 基 基 基 2 (2) 箇所 ○ ○ ○ ○ 2 ○

南海電気
鉄道

井原里 駅 南海本 線 大阪府 泉佐野市 2,878 人 ○
－

○ 2 2 基 基 基 2 (2) 箇所 ○ ○ ○ ○ 2 ○

南海電気
鉄道

泉佐野 駅 南海本、空港 線 大阪府 泉佐野市 20,115 人 ○ 3 3 4 (4) 基 6 基 基 1 (1) 箇所 ○ ○ ○ ○ 3

南海電気
鉄道

羽倉崎 駅 南海本 線 大阪府 泉佐野市 5,304 人 ○ 2 2 2 (2) 基 基 基 1 (1) 箇所 ○ ○ ○ ○ 2

南海電気
鉄道

吉見ノ里 駅 南海本 線 大阪府 泉南郡 田尻町 3,396 人 ○ ○ 2 2 基 基 基 2 (2) 箇所 ○ ○ ○ ○ 2 ○

南海電気
鉄道

岡田浦 駅 南海本 線 大阪府 泉南市 2,111 人 ○
－

2 基 基 基 1 箇所 × ○ × 2

南海電気
鉄道

樽井 駅 南海本 線 大阪府 泉南市 7,131 人 ○ 2 2 2 (2) 基 基 基 1 (1) 箇所 ○ ○ ○ ○ 2 ○

南海電気
鉄道

尾崎 駅 南海本 線 大阪府 阪南市 8,717 人 ○ 2 2 4 (4) 基 1 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ 2

南海電気
鉄道

鳥取ノ荘 駅 南海本 線 大阪府 阪南市 2,768 人 ○
－

○ 2 2 基 基 基 2 (2) 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 2

南海電気
鉄道

箱作 駅 南海本 線 大阪府 阪南市 4,270 人 ○
－

○ 2 2 基 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ 2 ○

南海電気
鉄道

淡輪 駅 南海本 線 大阪府 泉南郡 岬町 1,689 人 ○ 2 基 基 1 基 1 (1) 箇所 × ○ × 2 ○

南海電気
鉄道

みさき公園 駅 南海本、多奈川 線 大阪府 泉南郡 岬町 3,468 人 ○ 2 2 3 (3) 基 3 (3) 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ 2

南海電気
鉄道

孝子 駅 南海本 線 大阪府 泉南郡 岬町 83 人 ○ 2 基 基 基 2 箇所 × ○ × ○

南海電気
鉄道

和歌山大
学前

駅 南海本 線 和歌山
県

和歌山市 8,721 人 ○ ○ 2 2 2 (2) 基 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○

南海電気
鉄道

紀ノ川 駅 南海本、加太 線 和歌山
県

和歌山市 2,437 人 2 基 基 基 1 箇所 ○ ○ ○ 2

南海電気
鉄道

和歌山市 駅 南海本、加太、
和歌山港

線 和歌山
県

和歌山市 14,373 人 ○ ○ 3 3 2 (2) 基 3 (3) 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 3 ○

南海電気
鉄道

伽羅橋 駅 高師浜 線 大阪府 高石市 1,225 人 ○ 1 基 基 基 箇所 × ○ ○

南海電気
鉄道

高師浜 駅 高師浜 線 大阪府 高石市 1,342 人 ○
－

1 基 基 基 1 (1) 箇所 × ○ ×

南海電気
鉄道

△ りんくうﾀｳﾝ 駅 空港 線 大阪府 泉佐野市 9,447 人 ○ 2 2 2 (2) 基 2 基 基 箇所 ○ ○ ○ 2

エ レ ベ ー
タ ー の 設 置
基 数

障害者対
応型便所
の設置の
有 無

障害者対
応型改札
口の設置
の 有 無

障害者対
応型券売
機の設置
の 有 無

車いす使
用者の円
滑な乗降
が可能な
プラット

ホームの
数

転落防止
のための
設備の設
置の有無

移動等円滑化取組報告書（鉄道駅）

住 所
事 業 者 名
代 表 者 名

エ ス カ レ ー
タ ー の 設 置
基 数

そ の 他 の
昇 降 機 の
設 置 基 数

傾 斜 路 の
設 置 箇 所

数

視覚障害
者誘導用
ブ ロ ッ ク
の設置の
有 無

案内設備
の設置の
有 無

鉄 道 駅 の
名 称

路 線 名 所在都道府
県市町村

一 日 当 た り
の 利 用 者数

有 人 駅 、
無 人 駅の

別

公 共 交 通
移 動 等 円
滑 化 基 準
省 令 適 合
の 有 無

段差への
対 応



第2号様式（日本工業規格A列4番）

（令和4年度）

大阪府大阪市中央区難波五丁目１番60
南海電気鉄道株式会社
代表取締役社長  遠北　光彦

Ⅱ　鉄道駅の移動等円滑化の達成状況（鉄道駅ごとに記入）

（令和5年3月31日現在）

鉄道事業
者名

共

用

駅

プ ラ ッ ト
ホー ムの

数

段差が解
消 さ れ て
い る プ
ラ ッ ト
ホームの

数

エ レ ベ ー
タ ー の 設 置
基 数

障害者対
応型便所
の設置の
有 無

障害者対
応型改札
口の設置
の 有 無

障害者対
応型券売
機の設置
の 有 無

車いす使
用者の円
滑な乗降
が可能な
プラット

ホームの
数

転落防止
のための
設備の設
置の有無

移動等円滑化取組報告書（鉄道駅）

住 所
事 業 者 名
代 表 者 名

エ ス カ レ ー
タ ー の 設 置
基 数

そ の 他 の
昇 降 機 の
設 置 基 数

傾 斜 路 の
設 置 箇 所

数

視覚障害
者誘導用
ブ ロ ッ ク
の設置の
有 無

案内設備
の設置の
有 無

鉄 道 駅 の
名 称

路 線 名 所在都道府
県市町村

一 日 当 た り
の 利 用 者数

有 人 駅 、
無 人 駅の

別

公 共 交 通
移 動 等 円
滑 化 基 準
省 令 適 合
の 有 無

段差への
対 応

南海電気
鉄道

関西空港 駅 空港 線 大阪府 泉南郡 田尻町 19,635 人 ○ 1 1 3 (2) 基 4 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ 1 ○

南海電気
鉄道

深日町 駅 多奈川 線 大阪府 泉南郡 岬町 404 人 ○ 1 基 基 基 箇所 × ○ ○

南海電気
鉄道

深日港 駅 多奈川 線 大阪府 泉南郡 岬町 656 人 ○
－

1 基 基 基 箇所 × ○ ○ 1

南海電気
鉄道

多奈川 駅 多奈川 線 大阪府 泉南郡 岬町 463 人 ○ 1 1 基 基 基 箇所 × ○ × 1

南海電気
鉄道

東松江 駅 加太 線 和歌山
県

和歌山市 809 人 1 基 基 基 1 箇所 × ○ × 1

南海電気
鉄道

中松江 駅 加太 線 和歌山
県

和歌山市 758 人 1 基 基 基 箇所 × ○ ○ 1

南海電気
鉄道

八幡前 駅 加太 線 和歌山
県

和歌山市 1,304 人 2 基 基 基 箇所 × ○ × 2

南海電気
鉄道

西ノ庄 駅 加太 線 和歌山
県

和歌山市 588 人 ○ 1 基 基 基 箇所 × ○ ×

南海電気
鉄道

二里ヶ浜 駅 加太 線 和歌山
県

和歌山市 347 人 2 基 基 基 箇所 × ○ ×

南海電気
鉄道

磯ノ浦 駅 加太 線 和歌山
県

和歌山市 131 人 2 基 基 基 箇所 × ○ ×

南海電気
鉄道

加太 駅 加太 線 和歌山
県

和歌山市 587 人 2 基 基 基 1 箇所 ○ ○ ○ 2

南海電気
鉄道

和歌山港 駅 和歌山港 線 和歌山
県

和歌山市 346 人 ○
－

1 基 基 基 箇所 × ○ × 1

南海電気
鉄道

汐見橋 駅 高野 線 大阪府 大阪市 浪速区 647 人 1 基 基 基 1 箇所 × ○ × 1

南海電気
鉄道

芦原町 駅 高野 線 大阪府 大阪市 浪速区 194 人 ○ 2 基 基 基 1 箇所 × ○ × 2

南海電気
鉄道

木津川 駅 高野 線 大阪府 大阪市 西成区 164 人 ○ 1 基 基 基 1 箇所 × ○ ○ 1

南海電気
鉄道

津守 駅 高野 線 大阪府 大阪市 西成区 729 人 ○ 2 基 基 基 2 箇所 × ○ ○ 2

南海電気
鉄道

西天下茶
屋

駅 高野 線 大阪府 大阪市 西成区 249 人 ○ 2 基 基 基 2 箇所 × ○ ○ 2

南海電気
鉄道

帝塚山 駅 高野 線 大阪府 大阪市 住吉区 7,217 人 2 1 基 基 基 2 (1) 箇所 ○ ○ ○ 2

南海電気
鉄道

住吉東 駅 高野 線 大阪府 大阪市 住吉区 5,999 人 ○ 2 2 基 基 基 2 (2) 箇所 ○ ○ × 2

南海電気
鉄道

沢ノ町 駅 高野 線 大阪府 大阪市 住吉区 7,501 人 ○ ○ 2 2 基 基 基 2 (2) 箇所 ○ ○ ○ × 2 ○

南海電気
鉄道

我孫子前 駅 高野 線 大阪府 大阪市 住吉区 7,966 人 ○ ○ 2 2 基 基 基 2 (2) 箇所 ○ ○ ○ ○ 2 ○

南海電気
鉄道

浅香山 駅 高野 線 大阪府 堺市 堺区 7,945 人 ○ ○ 2 2 2 (2) 基 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ 2 ○

南海電気
鉄道

堺東 駅 高野 線 大阪府 堺市 堺区 53,412 人 ○ 2 2 2 (2) 基 6 基 基 1 (1) 箇所 ○ ○ ○ ○ 2

南海電気
鉄道

三国ヶ丘 駅 高野 線 大阪府 堺市 堺区 35,808 人 ○ ○ 2 2 4 (4) 基 7 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○

南海電気
鉄道

百舌鳥八
幡

駅 高野 線 大阪府 堺市 堺区 4,031 人 ○ ○ 2 2 基 基 基 2 (2) 箇所 ○ ○ ○ ○ 2 ○

南海電気
鉄道

○ 中百舌鳥 駅 高野 線 大阪府 堺市 北区 21,343 人 ○ 2 2 4 (4) 基 7 (4) 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ 2

南海電気
鉄道

白鷺 駅 高野 線 大阪府 堺市 北区 9,669 人 ○ 2 2 2 (2) 基 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ 2 ○

南海電気
鉄道

初芝 駅 高野 線 大阪府 堺市 東区 14,707 人 ○ 2 2 2 (2) 基 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ 2 ○

南海電気
鉄道

萩原天神 駅 高野 線 大阪府 堺市 東区 6,695 人 ○ ○ ○ 2 2 2 (2) 基 基 基 1 (1) 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○

南海電気
鉄道

北野田 駅 高野 線 大阪府 堺市 東区 29,087 人 ○ 2 2 2 (2) 基 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ 2 ○

南海電気
鉄道

狭山 駅 高野 線 大阪府
大阪狭山
市

5,272 人 ○ ○ 2 2 2 (2) 基 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ 2 ○

南海電気
鉄道

大阪狭山
市

駅 高野 線 大阪府
大阪狭山
市

8,480 人 ○ ○ 2 2 基 基 基 2 (2) 箇所 ○ ○ ○ ○ 2 ○

南海電気
鉄道

金剛 駅 高野 線 大阪府
大阪狭山
市

26,466 人 2 2 3 (3) 基 3 (2) 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ 2 ○

南海電気
鉄道

滝谷 駅 高野 線 大阪府 富田林市 4,697 人 ○ ○ ○ 2 2 2 (2) 基 基 基 1 (1) 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○

南海電気
鉄道

千代田 駅 高野 線 大阪府
河内長野
市

11,194 人 ○ 2 2 2 (2) 基 4 (4) 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ 2 ○

南海電気
鉄道

河内長野 駅 高野 線 大阪府
河内長野
市

23,010 人 ○ 2 2 2 (2) 基 1 (1) 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ 2 ○

南海電気
鉄道

三日市町 駅 高野 線 大阪府
河内長野
市

11,814 人 ○ ○ 2 2 2 (2) 基 2 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○

南海電気
鉄道

美加の台 駅 高野 線 大阪府
河内長野
市

2,867 人 ○ ○ ○ 2 2 3 (3) 基 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○

南海電気
鉄道

千早口 駅 高野 線 大阪府
河内長野
市

176 人 ○ 2 基 基 基 1 箇所 × ○ ○ 2 ○

南海電気
鉄道

天見 駅 高野 線 大阪府
河内長野
市

303 人 ○ 2 基 基 基 箇所 × ○ × 2 ○

南海電気
鉄道

紀見峠 駅 高野 線 和歌山
県

橋本市 415 人 ○ 2 基 基 基 箇所 × ○ × 2

南海電気
鉄道

林間田園
都市

駅 高野 線 和歌山
県

橋本市 6,262 人 ○ 2 2 3 (3) 基 3 (3) 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ 2

南海電気
鉄道

御幸辻 駅 高野 線 和歌山
県

橋本市 2,329 人 ○ ○ 2 2 2 (2) 基 基 基 箇所 × ○ ○ 2

南海電気
鉄道

橋本 駅 高野 線 和歌山
県

橋本市 6,062 人 ○ ○ 1 1 1 (1) 基 基 基 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 1 ○

南海電気
鉄道

紀伊清水 駅 高野 線 和歌山
県

橋本市 171 人 ○ 2 基 基 基 2 箇所 × ○ × 2

南海電気
鉄道

学文路 駅 高野 線 和歌山
県

橋本市 329 人 ○ 2 基 基 基 3 箇所 × ○ ○ 2

南海電気
鉄道

九度山 駅 高野 線 和歌山
県

伊都郡
九度山
町

453 人 ○ 2 基 基 基 箇所 － ○ × 2



第2号様式（日本工業規格A列4番）

（令和4年度）

大阪府大阪市中央区難波五丁目１番60
南海電気鉄道株式会社
代表取締役社長  遠北　光彦

Ⅱ　鉄道駅の移動等円滑化の達成状況（鉄道駅ごとに記入）

（令和5年3月31日現在）

鉄道事業
者名

共

用

駅

プ ラ ッ ト
ホー ムの

数

段差が解
消 さ れ て
い る プ
ラ ッ ト
ホームの

数

エ レ ベ ー
タ ー の 設 置
基 数

障害者対
応型便所
の設置の
有 無

障害者対
応型改札
口の設置
の 有 無

障害者対
応型券売
機の設置
の 有 無

車いす使
用者の円
滑な乗降
が可能な
プラット

ホームの
数

転落防止
のための
設備の設
置の有無

移動等円滑化取組報告書（鉄道駅）

住 所
事 業 者 名
代 表 者 名

エ ス カ レ ー
タ ー の 設 置
基 数

そ の 他 の
昇 降 機 の
設 置 基 数

傾 斜 路 の
設 置 箇 所

数

視覚障害
者誘導用
ブ ロ ッ ク
の設置の
有 無

案内設備
の設置の
有 無

鉄 道 駅 の
名 称

路 線 名 所在都道府
県市町村

一 日 当 た り
の 利 用 者数

有 人 駅 、
無 人 駅の

別

公 共 交 通
移 動 等 円
滑 化 基 準
省 令 適 合
の 有 無

段差への
対 応

南海電気
鉄道

高野下 駅 高野 線 和歌山
県

伊都郡
九度山
町

70 人 ○ 1 基 基 基 箇所 × ○ ○

南海電気
鉄道

下古沢 駅 高野 線 和歌山
県

伊都郡
九度山
町

31 人 2 基 基 基 箇所 × ○ －

南海電気
鉄道

上古沢 駅 高野 線 和歌山
県

伊都郡
九度山
町

17 人 ○ 1 基 基 基 箇所 × ○ －

南海電気
鉄道

紀伊細川 駅 高野 線 和歌山
県

伊都郡 高野町 20 人 2 基 基 基 箇所 × ○ － 2

南海電気
鉄道

紀伊神谷 駅 高野 線 和歌山
県

伊都郡 高野町 9 人 1 基 基 基 箇所 × ○ －

南海電気
鉄道

極楽橋 駅 高野、鋼索 線 和歌山
県

伊都郡 高野町 44 人 ○ 5 5 基 基 1 基 4 箇所 ○ ○ ○ － 5

南海電気
鉄道

高野山 駅 鋼索 線 和歌山
県

伊都郡 高野町 923 人 ○ ○ 2 2 1 (1) 基 基 基 1 箇所 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○

（合計） 47 47 駅 31 9 駅 2 駅 47 32 駅
100 駅 48 駅 15 駅 64 駅 196 142 118 (116) 基 144 (26) 基 2 基 81 (53) 箇所 16 駅 60 駅 65 駅 100 駅 73 駅 89 駅 46 駅



〇

　　　　　　　 

第２号様式（日本産業規格Ａ列４番）

移動等円滑化取組報告書（鉄道駅）

（令和4年度）

　　 住　　所　大阪府大阪市中央区難波五丁目１番60号

Ⅲ　高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律施行規則第６条の２で定める要件に関する事項

（１）過去３年度における１日当たりの平均利用者数が３万人以上の鉄道駅を設置又は管理してい
　　　る。

（２）過去３年度における１日当たりの平均利用者数が3000人以上３万人未満の鉄道駅を設置又は
　　　管理していて、かつ、以下のいずれかに該当する。
　　　①中小企業者でない。
　　　②大企業者である公共交通事業者等が自社の株式を50％以上所有しているか、又は自社に対
　　　　し50％以上出資している中小企業者である。

　 　事業者名　南海電気鉄道株式会社　
　　 代表者名　代表取締役　遠北　光彦

高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律第９条の５の規定に基づき、次のとおり報告します。



9000系車両（南
海線）

南海線所属の9000系車両2編成12両の改造工事時にバリア
フリー化を行う。（2022年度）

計画に変更が生じ、
1編成6両のみ改造工
事が完了している。
もう1編成6両につい
ては、2023年度完了
予定。

ドアチャイム、
ドア開閉動作開
始ランプを備え
た車両の導入
(南海線)

南海線にドアチャイム及びドア開閉動作開始ランプを備え
た車両（9000系）を2編成12両導入する。（2022年度）

計画に変更が生じ、
1編成6両のみ改造工
事が完了している。
もう1編成6両につい
ては、2023年度完了
予定。

対　策
現行計画の内容

（計画対象期間及び事業の主な内容）
前年度の実施状況

・公共交通移動
等円滑化基準の
周知

・新造、更新の際に公共交通移動等円滑化基準に適合して
いるか確認できるよう、要件をまとめ設計担当者に周知す
る。

計画通り実施済み

高野線にドアチャイム及びドア開閉動作開始ランプを備え
た車両（8300系）を2編成6両導入する。（2022年度）

計画に変更が生じ、
2023年度完了予定。

第３号様式（日本産業規格Ａ列４番）

移動等円滑化取組報告書（鉄道車両）

（令和4年度）

　　　　　　　 
　 　事業者名　南海電気鉄道株式会社　
　　 代表者名　代表取締役　遠北　光彦

高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律第９条の５の規定に基づき、次のとおり報告します。

　　 住　　所　大阪府大阪市中央区難波五丁目１番60号

対象となる鉄道
車両

現行計画の内容
（計画対象期間及び事業の主な内容）

前年度の実施状況

8300系車両（高
野線）

高野線に8300系車両を2編成6両導入する。（2022年度） 計画に変更が生じ、
2023年度完了予定。

　　②　鉄道車両を使用した役務の提供の方法に関し法第八条第二項及び第三項の主務省令で
      定める基準を遵守するために必要な措置

Ⅰ　前年度の移動等円滑化取組計画書の内容の実施状況

　（１）移動等円滑化に関する措置の実施状況

　　①　鉄道車両を公共交通移動等円滑化基準に適合させるために必要な措置

　　③　高齢者、障害者等が公共交通機関を利用して移動するために必要となる乗降についての介助、
　　　旅客施設における誘導その他の支援

対　策
現行計画の内容

（計画対象期間及び事業の主な内容）
前年度の実施状況

ドアチャイム、
ドア開閉動作開
始ランプを備え
た車両の導入
(高野線)



車内案内表示装
置を備えた車両
の導入（南海
線）

南海線に車内案内表示装置を備えた車両（9000系）を2編
成12両導入する。（2022年度）

計画に変更が生じ、
1編成6両のみ改造工
事が完了している。
もう1編成6両につい
ては、2023年度完了
予定。

　　④　高齢者、障害者等が公共交通機関を利用して移動するために必要となる情報の提供

対　策
現行計画の内容

（計画対象期間及び事業の主な内容）
前年度の実施状況

車内案内表示装
置を備えた車両
の導入（高野
線）

高野線に車内案内表示装置を備えた車両（8300系）を2編
成6両導入する。（2022年度）

計画に変更が生じ、
2023年度完了予定。

　　⑤　移動等円滑化を図るために必要な教育訓練

対　策
現行計画の内容

（計画対象期間及び事業の主な内容）
前年度の実施状況

駅対応力向上研
修の実施

接遇ロールプレ
イ発表会の実施

サービス介助士
の取得

駅係員に対して、視覚障がいを有するお客さまや車いすを
ご利用のお客さまへの対応方法をロールプレイング形式で
研修を実施。（2022年度（以降も同様に実施予定））

上記研修「駅対応力向上研修」の受講者を対象に、視覚障
がいを有するお客さまが、乗車券の購入から電車への乗車
に至るまでの誘導や補助対応についてロールプレイング形
式で発表し、望ましい対応方法等についての浸透度や理解
度などの研修効果を確認するための発表会を実施。（2022
年度（以降も同様に実施予定））

サービス介助士技能講座を当社負担での受講体制を構築し
ており、サービス介助士の取得を義務化している。（2022
年度（以降も同様に実施予定））

計画通り実施済み

計画通り実施済み

計画通り実施し9名
取得



　（３）報告書の公表方法

　（４）その他

　（２）移動等円滑化の促進を達成するために（１）と併せて講ずべき措置の実施状況

各部バリアフリー担当者での会議を定期的に開催し、バリアフリーに関する方針や課題等につい
て広く意見を集約し推進した。

当社ホームページで公表

　　⑥　高齢者、障害者等が高齢者障害者等用施設等を円滑に利用するために必要となる適正な配慮に
　　　ついての鉄道車両の利用者に対する広報活動及び啓発活動

対　策
現行計画の内容

（計画対象期間及び事業の主な内容）
前年度の実施状況

駅及び車内放送
による啓発活動

高齢者、障害者への思いやりに対する放送や点字タイル上
へ物を置かないように放送を実施（2022年度（以降も同様
に実施予定））

計画通り実施



（令和4年度）

Ⅱ．鉄道車両の移動等円滑化の達成状況

（令和5年3月31日現在）

鉄道の種類

普通鉄道（特急型車両） 17

80
編成
（両）

0

0
編成
（両）

0 編成 17 編成 2 編成 17 編成 17 編成

普通鉄道（その他） 175

612
編成
（両）

67

234
編成
（両）

105 編成 0 編成 0 編成 83 編成 175 編成

鋼索鉄道 2

4
編成
（両）

2

4
編成
（両）

2 編成 0 編成 0 編成 2 編成 2 編成

編成
（両）

編成
（両）

編成 編成 編成 編成 編成

編成
（両）

編成
（両）

編成 編成 編成 編成 編成

編成
（両）

編成
（両）

編成 編成 編成 編成 編成

編成
（両）

編成
（両）

編成 編成 編成 編成 編成

編成
（両）

編成
（両）

編成 編成 編成 編成 編成

編成
（両）

編成
（両）

編成 編成 編成 編成 編成

編成
（両）

編成
（両）

編成 編成 編成 編成 編成

編成
（両）

編成
（両）

編成 編成 編成 編成 編成

編成
（両）

編成
（両）

編成 編成 編成 編成 編成

編成
（両）

編成
（両）

編成 編成 編成 編成 編成

編成
（両）

編成
（両）

編成 編成 編成 編成 編成

編成
（両）

編成
（両）

編成 編成 編成 編成 編成

編成
（両）

編成
（両）

編成 編成 編成 編成 編成

（合計）
194

696
編成
（両）

69

238
編成
（両）

107 編成 17 編成 2 編成 102 編成 194 編成

事業の用に供し
ている編成数

（両）

公共交通移動等円
滑化基準省令に
適合した編成数

（両）

車椅子スペースの
数が公共交通移
動等円滑化基準
省令の規定を満た
している編成数

便所のある編成
数

便所のある編成
の

うち車いす対応型
便所のある編成

数

案内装置のある
編成数

車両間転落防止
設備のある編成

数



○

Ⅲ　高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律施行規則第６条の２で定める要件に関する事項

（１）過去３年度における１年度当たりの平均の輸送人員が1000万人以上である。

（２）過去３年度における１年度当たりの平均の輸送人員が100万人以上1000万人未満であり、か
　　　つ、以下のいずれかに該当する。
　　　①中小企業者でない。
  　　②大企業者である公共交通事業者等が自社の株式を50％以上所有しているか、又は自社に対
　　　　し50％以上出資している中小企業者である。


